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図９ 授業期間中の曜日毎の女性学生トレーナーの人数
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学生アスリートサポートの充実化に向けたリコンディショニングルームの運営と
学生トレーナー教育に関する考察
どのようなサポートを受けられるのか，どのようなシ
ステムで利用できるのかをSNS や学内の掲示板を利
用するなどして学生アスリートに広く周知し，リコン
ディショニングルームにおけるサポート内容や利用方
法を知ってもらうことが必要であると考えられる．
　運動部活動毎に利用者をみてみると，部員数あたり
の利用人数では，体操競技部，水泳部，ハンドボール
部の順で利用人数が多い傾向にあったが，その他の運
動部活動では利用者が少ない傾向にあり，利用してい
ない運動部活動もあった．このことから，ある特定の
運動部活動に所属する学生アスリートに偏って利用さ
れていることが推察された．体操競技10）では腰や足
を中心に肩関節や肘関節，手関節などの身体の各部位
にスポーツ傷害が発生していることが報告されてい
る．さらに水泳競技11）では，腰・肩・膝にスポーツ
傷害が多く発生しており，ハンドボール12）では足関
節を中心に膝関節や肩関節などでスポーツ傷害が発生
していることが報告されている．これらの報告をみる
とアスリートは，スポーツ傷害を抱えることが多く，
スポーツ傷害を予防したり，受傷後のリハビリテーシ
ョンは非常に重要になると考えられる．本学では数多
くの運動部が活動しているが，ある特定の運動部に所
属する学生アスリートに利用されており，アスリート
サポートが十分に行き届いているとはいえない．その
ため，多くの学生アスリートが気軽に利用してもらえ
るようにリコンディショニングルームを運営すること
が必要であると考えられる．令和元年度の春季休業中
の開室スケジュールを決める際には，多くの学生アス
リートに利用してもらえるように，利用者に対して開
室希望調査を実施して開室曜日や時間帯を決めた．そ
の甲斐もあり，令和元年度の春季休業中の利用者は夏
季休業と比べると増加傾向にあったため，授業期間中
の開室に関しても学生アスリートが利用しやすい曜日
や時間帯に応じて開室スケジュールを調節することに
よってアスリートサポートの充実化に向けて重要であ
ると考えられる．
２）リコンディショニングルームの運営における学⽣
　　トレーナー教育に関する考察
　授業期間中の曜日毎の学生トレーナーの人数をみて
みると，木曜日は上級生の学生トレーナーの人数が少
なく，授業期間中の曜日毎の利用者は1回あたり4 ～
6名は利用していたため，下級生の学生トレーナーが
アスリートをサポートする状況があった．本学のカリ
キュラム上，最低限必要な知識の学習を終えるのは2
年生であり，少なくとも3年生から実際にアスリート
をサポートすることが安全で望ましい．しかしながら，
上級生の人数が少ないことや一部の上級生に負担がか
かるなどの事情もあり，教員の十分な指導のもと下級
生がアスリートをサポートすることもあるのが現状で
ある．したがって，下級生の学生トレーナーに対して
トレーナー活動を行う上で必要な知識やスキルを習得
するための学習支援をおこなうことが必要不可欠と考
えられる．昨年度は，下級生の中でも1年生を対象に
機能解剖やコンディショニング，救急処置に関する内
容に取り組んできたが，授業とは別に限られたスケジ
ュールの中でたくさんの内容を取り扱わないといけな
いため十分に実施できたとは言い難い．そのため，必
要最低限の知識を効率的に学習させるために学修支援
プランを見直すことが必要であると考えられる．その
他にも，対応する頻度の高いスポーツ傷害や評価方法，
コンディショニング方法などをまとめたアスリートサ
ポートマニュアルなどを作成して，学生トレーナーの
学習の効率化とアスリートに提供するサポートの内容
や質が学生トレーナーによって大きく変わる事のない
ようにすることも必要であると考えられる．さらには，
学生トレーナーが最低限必要な知識やスキルを身につ
けているのかをチェックできるような試験などを実施
し，知識やスキルを修得した学生トレーナーが学生ア
スリートをサポートできるようなシステムを作ること
も安全で質の高いサポートを提供することに繋がり，
アスリートサポートの充実化に繋がると考えられる．
　授業期間中の曜日毎の学生トレーナーの人数を男女
別にみてみると男性学生トレーナーの上級生の人数は
水曜日に偏って多い傾向にあり，女性学生トレーナー
図１０ Instagramを用いたアスリートサポートの広報活動
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の人数は⽕曜日に偏って多く，水曜日や木曜日は少な
い傾向にあった．女性アスリートの利用が⽕曜日に多
いことを踏まえると，女性学生トレーナーが⽕曜日に
シフトで多く入っていることから，女性の学生アスリ
ートにとって⽕曜日は利用しやすい環境になっている
のではないかと考えられる．その一方で水曜日や木曜
日は，女性学生トレーナーがシフトに入っている場合
が少ないため，水曜日や木曜日に利用したいけれど利
用しにくくなっている可能性がある．したがって，女
性の学生アスリートが利用しやすくなるよう女性学生
トレーナーの人数が偏らないように男性学生トレーナ
ーと女性学生トレーナーの人数比率を考慮することや
利用する学生アスリートの人数に応じて学生トレーナ
ーのシフト人数を調節することもアスリートサポート
の充実化に向けたリコンディショニングルームの運営
に繋がると考えられる．しかしながら，女性学生トレ
ーナーの人数が少ないため一部の学生に負担がかかる
ことが懸念される．そのためアスリートサポートに志
のある学生トレーナー全体の人数を増やすための取り
組みも必要と考えられる．
　最後にアスリートサポートの充実化に向けたリコン
ディショニングルームの運営に関して，現在行なって
いるリコンディショニングルームでのアスリートサポ
ートは，選手を担当する学生トレーナーが曜日によっ
て変わる「シフト制」でおこなっている．たくさんの
学生アスリートをサポートできるといった点でシフト
制のメリットはあるものの，その一方で選手の状態や
実施したサポート内容の情報共有が難しいこと，当日
のリコンディショニングルームのシフト状況で学生ト
レーナーの担当が決まるため十分な予習ができないこ
と，選手の抱える問題や症状の変化の過程をみること
が難しいこと，曜日毎に担当学生トレーナーが異なる
ためサポート内容に変動がみられることなどいくつか
のデメリットがある．そのため，リコンディショニン
グルームのサポート体制を「シフト制」から「担当制」
にすることがアスリートサポートの質的向上を図るこ
とができると考えられる．「担当制」にすることによ
って，学生アスリートからしてみても担当者が変わら
ないため安心して利用しやすくなり，学生アスリート
と学生トレーナーの間で関係性も構築されると考えら
れる．さらには，学生トレーナー教育の観点からすれ
ば，上述したデメリットを解決できることからも「シ
フト制」から「担当制」に変更することは必要であり，
学生トレーナーが提供するアスリートサポートの質的
向上にも繋がるため非常に意義が高いと考えられる．
しかしながら，学生トレーナーの人数の問題，リコン
ディショニングルームの運営システムの問題など課題
は残されている．今後これら課題を解決しながら，も
っとたくさんの学生アスリートに気軽に利用してもら
えるようにリコンディショニングルームを運営し，学
生トレーナーが提供するアスリートサポートの質的向
上のために学生トレーナー教育の方法を模索し続ける
ことがアスリートサポートの充実化に向けて必要であ
ると考えられる．
５．まとめ
　本研究では，令和元年度の授業期間中にリコンディ
ショニングルームで活動した内容から，学生アスリー
トサポートの充実化に向けた学生トレーナーの教育方
法とリコンディショニングルームの運営方法を考察し
た．
　学生アスリートサポートの充実化に向けて，リコン
ディショニングルームでのサポート内容に整形外科的
メディカルチェックを加えること，たくさんの学生ア
スリートに利用してもらえるようにサポート内容や利
用方法など具体的な広報活動を行うこと，学生トレー
ナーの学習支援プランの再考やアスリートサポートマ
ニュアルを作成すること，リコンディショニングルー
ムでの活動の際に学生トレーナーの男女比や人数比を
考慮して男女に関わらず全てのアスリートが利用しや
すい環境を整備すること，サポート体制を「担当制」
にすることが必要であると考えられた．
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